
nATA FilF 
』ノよ、』よ工 4 44 .J』．J 

午序1．日’I可 

名
 
前
 

一 ）一学 そ組 
「成 

STILBITE （ステイルバイト）／束沸石 

(Ca~.5,Na,K)9(AI9Si27072) ・ 28H20 
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放射状に成長し 

た束沸石。 

ガラスのような光沢や、 

男開と平行に真珠のよう 

な光沢を持つ。 中央がくびれた束状 

や放射状のほか、球 

状などでも産する。 

そく 

な 

ケイ酸塩鉱物 
し’~‘きおム灘醗‘・~ 

ふっ せき 

火山岩や貫入岩の隙間に生成 

することが多い。 

勇開は完全で、ハン 

マーでたたくと不規 

則な断口を示す。 

方解石、輝沸石、菱沸 

石、石英、力リ長石な 

どと共生する。 
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鉱物学者アウイによる発見 

1801年にフランスの鉱物学者ルネ・ジュスト・アウイ（1743 

~1822年）によって発見された束沸石の結晶は、策秩のほかにも 

球状や放射状の集合体であらわれ、双晶して十字架のような形を示 

すものもある。その独特なガラス光沢から、「きらめき」を意味する 

ギリシャ語「スティルボス」にちなんで「スティルバイト」という英 

名がつけられた。しかし、当時、アウイが調べていた標本は、異な 
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県伊豆の国市などで 

産出する。 
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▲真珠光沢を示す束沸石。 

. 

」 ー f し 

▼緑色の魚眼石をともなう束沸石。 

る花挙組蔵の鉱物がいくつか含まれていたものだった。 

その後の研究で事実が判明し、「スティルバイト」は 

アウイが調べた鉱物群のうちの一種類に対して用いら 

れる若称になったのだった。ちなみに、和名は、筒嬬 

が広がって中央がくびれた東状の集合体をつくること 

に由来している。 

ひ みつ 

束状の秘密 

束沸石に見られる独特の束状は、結晶構造の不均 

質と、それにともなう結晶成長の違いによって形成 

される。結晶成長の早い部分が放射状に広がる―方 

で、遅い部分がくびれのようになっていく。 

，束沸石の放射状集合体。イタリア産。 


